






Ⅰ.目的

小児期のネフローゼ症候群(「ネ」症)に Cyclophosphamide(CPA)を使用して 8

年を経過した。本剤は副腎皮質ステロイド剤(ス剤)感受性の Frequent

Relapser(F.R.)の寛解延長効果を持っていると一般に認められている。一方,

本剤の副作用については未知の領域があり,本症が悪性腫瘍などと予後が異な

る点から使用にあたっては慎重なことが要望されている。この時にあたり薬効

につき報告することは本剤の小児期「ネ」症治療における役割,評価をするう

えでの一資料となると考えた。


